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　ＩＣＴを活用した講義動画の共有

視聴対象
・高等学校
（公立・私立）
・特別支援学校
・小・中学校
・公立幼稚園等
・国立大附属学校
（中・小・特）

＊政令市 
 所管学校含む
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　ＩＣＴを活用した講義動画の共有

＊30本の動画を掲載（R3.3現在）

講義動画（イメージ）
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前回の授業で各グ
ループで選挙演説し
たものをiPadで視聴
する

　講義動画（イメージ）

選挙演説を繰り返し
見ながら、グループ
で選挙のマニュフェ
ストについて討論し
ているところ

グループで出された
意見をオンラインで
集約し、大きく提示
して説明している
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掛川西高校
吉川教諭

伊豆総合高校
寺崎教諭

静岡東高校
高松教諭

浜松城北工業高校
池谷教諭

スーパー先生（通称）を講師として
ICT活用に係る教員の疑問・質問
に回答するワークショップを開催

＊当日参加
（オンライン。220名以上が視聴）
　高校：47校（公立38、私立９）

　特別支援学校：２校
　中学校：５校　小学校：15校

※その他
　スーパー先生同士が情報・意見
　交換する座談会を随時開催

　　

　発展的取組①（「才」）

　「ＩＣＴを活用した授業動画に関するワークショップ」（Ｒ３．２．24）
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　発展的取組①（「才」）

○質問
Zoomを活用した
集会で特に気を
付けることは何で
すか？

○講師回答
トラブルの回避。
・リハーサルの回数を増やす
・機器の設定には多くの職員に　
　係わってもらう

○学校の変化
トラブル対応を事前に知るこ
とで、終業式、対面式や生徒
総会を成功に導くことができ
た。

○質問
ICTを活用した授
業は、何から始め
るのが良いでしょ
うか？

○講師回答
できるところから始める。
＜例＞
・授業の振り返り
・ポートフォリオの記入
・出欠管理

○学校の変化
Googleアプリを活用して、授
業評価や出欠管理等を実施。
ペーパーレス化も進んだ。
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　発展的取組②（「徳」）

　「人権教育の手引き」の活用 　ネット依存対策の推進
・ネット依存度をセルフチェックできる
　Webシステムを開発（R3.7月稼働予定）

・システムを活用し
　健康福祉部や
　医療関係者と
　連携して対策
　を推進

　　

判定画面（Webシステム）人権教育の手引き

・授業や校内研修で約７割の学校が活用
　（R２年度）

・R３年度版ではイン
　ターネットによる
　人権侵害を特集
　（５月中旬配布
　予定）
　
※その他
　eラーニング教材
　作成（静岡城北
　高校のコロナ誹謗
　中傷対応）
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　発展的取組②（「徳」）　令和2年度の取組

　「三島市立山田小学校の取組」 　「県立稲取高等学校の取組」
・人権教育研修会(対象：生徒、教員）
　人権に関する基礎知識の講義、演習の実施
　↓
　演習：話し合いによって合意に達する演習(コ
　　　　　ンセンサスゲーム)　　

・5年生　道徳科「コロナ誹謗中傷に関する授業」
　教育長メッセージや誹謗中傷事例を紹介
　↓
　当事者の気持ちになって考えることを通して、
　SNSの怖さや噂の恐ろしさについて話し合う

教育長メッセージ

教員の話に耳を傾ける児童
生徒同士が話し合っている
様子 教職員研修の様子
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　（参考）小中学校のGIGAスクールの状況

　

　　　　＜整備状況＞
　　　　・令和２年度末迄に32市町で１人１台整備完了
　　　　 ・磐田市は令和３年８月までに整備
　　　　 ・静岡市、浜松市は令和４年度までに整備
　　＊　 ・静岡県内の整備端末総数は28万台

　　　　 ・端末のＯＳ
　　　　　 クロームブック20市町、ios15市町、windows７市町
　　　　　 ＊　発達段階に応じた使い分けあり
　　　　 ・電子教材ソフトは、ロイロノートなどの思考の過程が見
　　　　　 える化できるものが多い

＜主な活用例＞
　熱海市桃山小（筆算の問題を解き端末から送信後、全員の回答共有）
　島田市金谷中（グーグルアプリを使用してビデオ会議）
　磐田市富士見小（ねん土を少しずつ動かし、形を変えたりする過程を端末で撮影し、   
                  アニメーションを作成）

・デジタル教科書実証事業
　県内小中361校が参加（小５～６年・中１～３年）県立特別支援学校も参加


